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読字障害の診断と指導法

国立成育医療研究センター こころの診療部

部長 小枝 達也

これより読字障害の診断と治療についてお話します。今日、お話するのは発達性読み書き障害

あるいは dyslexiaと呼ばれている疾患についてです。

Dyslexia という言葉はあまり耳慣れないかもしれませんが、2013 年に米国精神医学会より発

刊された診断の手引き DSM-5 には、限局性学習障害の中で文字を読むことに困難があるタイプ

を dyslexia と呼び変えてもよいと記載してあり、疾患として取り扱われるようになっています。

この dyslexia は 1896 年に英国のモルガン医師より最初の症例報告がなされました。知的な遅

れのない 14 歳の少年が、文字の読み書きに著しい困難があるため学校の勉強ができないという

報告です。教育熱心な両親が家庭教師を付けて、本人も熱心に勉強したにもかかわらず、文字の

読み書き障害は続いたということです。

このようにアルファベット語圏では

100年以上も前から知られ、特殊な教育

の対象となっており、また原因解明と治

療のために多くの研究が行われてきま

した。こうした努力の結果、dyslexiaは

常染色体優性遺伝であるとされ、いくつ

かの責任遺伝子の候補も挙げられてい

ます。シナプスの形成に関与する遺伝子、軸索の形成に関与する遺伝子などその機能についても

推測されています。が、まだ全容解明には時間がかかりそうです。



俳優のトム・クルーズが dyslexiaであると告白し話題になったこともあります。決してまれな

疾患ではなく、アルファベット語圏では一般人口の数％～10％くらいといわれています。日本語

は平仮名という読みと文字との対応が規則的な文字を使っているために、アルファベット語圏の

国々より少ないといわれていますが、それでも私たちの調査では有病率が 2％前後であるという

結果になっています。

基本的な病態は、音韻処理能力の障害に基づく解読の障害であると考えられています。音韻処

理能力というのは、聞いた語音のまとまりを認識し、操作する能力のことです。例えば「しりと

り遊び」です。「ねこ」は「ね」という語音と「こ」という語音の 2つから成り立っていることを

理解し、最後の語音である「こ」が次の頭にくる単語を探し、「こぶた」と続けるというのがしり

とりで、単語を語音に分解できないとしりとり遊びができません。あるいは単語の中のある音を

削除する、単語を逆から言うなども音韻処理能力が発達して初めてできる遊びで、これらを調べ

ることで、dyslexia の基本病態を把握することができます。解読の障害とは、文字とその読み方

との対応が円滑に出来ないということです。そのため、一つの文字の音読に努力を要するし、時

間がかかるということになります。

症状は、音読では一つ一つの文字を拾って読むという逐次読み、単語や語句の途中で区切って

しまうというまとまり読みの障害、文末を勝手に変えて読むという勝手読み、文章を読むとすぐ

に疲れてしまって、流暢に読めなかったり読み誤りが増えるという易疲労性などがあります。書

字では促音などの特殊音節の書き誤り

や「わ」と「ね」、「め」と「ぬ」のよう

に形が似ているものの書き誤り、また

「お」と「を」のように聞いた音が似て

いるものの書き誤りが目立ちます。以

上、申し上げた症状は一般の小学校低学

年のお子さんでも時に見られるもので

すが、dyslexiaのお子さんでは、極端に

その程度が強いし、頻度も多く、またい

つまでたっても改善しないという特徴

があります。

よく dyslexia の子どもは文字が読め

ないといわれますが、平仮名であれば、

読めるか、読めないかの２択にすると読

めると判断されてしまうことが多いよ

うです。「読めるが、極端に遅いしよく

間違える」というのが正しい表現になると思います。



さて、診断は先ほど申し述べた症状があり、それが原因で学業に遅れがあることと音読検査で

音読に困難があることを確認することになります。私どもは音読に困難があることを測定する平

仮名音読検査を開発し提供しています。音読検査は単音、単語、非単語、単文で構成された検査

表の音読時間を測定します。これは正しく読めるかという指標よりも流暢に速く読めるかを測定

したほうが鋭敏だからです。この音読検査は診療報酬点数の対象となっていて、80点が取れます。

鑑別診断も重要です。音読が困難で学

業に遅れがあるのは dyslexia に限った

ことではありません。全般的な知的発達

に遅れがある精神遅滞や幼少時に外国

で暮らし教育を受けた、あるいは保護者

が外国人で日本語が上手ではないなど

言語環境も大きな要因です。さらに注意

欠陥多動性障害や自閉スペクトラム障

害でも dyslexia を合併することがあります。とくに注意欠陥多動性障害との合併率は約 40％な

ので、注意が必要です。まず外来には、多動などの症状で来ますので、注意欠陥多動性障害と診

断し治療をします。その結果、多動や衝動性が軽くなって授業をちゃんと受けられるようになる

とそれで治療は終わりとされてしまい、併存している dyslexiaが見逃されてしまうことがよくあ

ります。注意欠陥多動性障害の治療がうまく行ったら、「ところで文字の読み書きは大丈夫です

か？」と尋ねてくださるようお願い致します。この一言で見逃しが大きく減ると思います。

治療について説明します。Dyslexiaには音韻処理障害を背景とする解読の障害があります。で

すから、まずは平仮名一文字が楽にスムーズに読めるようにする解読指導を行います。

解読指導は平仮名一文字を書いたカードを準備し、それを順不同に子どもに示して音読させま

す。なるべく早く読むように教示して、スムーズに読めた文字を A、少し考え込んだり、間違え

て言い直したりしたものを B、正しく読めなかったものを Cに分類して記録しておきます。そし

て Bと Cだけを何度も音読する練習をします。1日 1回、5分を目安にするとよいでしょう。練

習の最後にもう一度すべての文字を読

ませて、同じように分類し、「A が何枚

増えたね、Bと Cが何枚減ったね」と練

習の成果を示すなどして励ますとよい

でしょう。この解読指導は 3週間を目安

にして毎日練習してください。私たちの

研究で効果があることを確認していま

す。この解読指導によって習得していな

い文字を覚えますし、曖昧に覚えている文字の誤読を減らすことができます。症状の重い症例で



は、拗音を外した直音だけで練習し、そのあとで拗音を加えるとよいでしょう。これを簡便にす

るための音読アプリを作成して提供しています。アプリの検索で、「音読指導アプリ」と検索する

と見つかります。iPadやスマートフォンで簡単に指導ができます。どうぞご活用ください。

解読指導によってある程度、音読が上達したら、今度は語彙指導をします。語彙指導は、国語

の教科書に載っている単語や語句のなかで、指導を受ける子が知らない単語や語句を選び、その

読み方を聞かせ、意味を教え、例文つくりをするというものです。文章独特の単語や語句をしっ

かりと覚えることで、文章を読むときの速度が向上することが期待できます。これも私たちの研

究で確認しています。

つまり解読指導によって誤読を減ら

し、語彙指導によって音読速度を改善し

ます。語彙指導の効果が表れるには時間

が必要です。症例によっては 1年以上か

かることも少なくありません。焦らず、

あきらめず、根気よく続けてください。

また本の読み聞かせが言葉と言葉の

ネットワークを形成するのに役立ちます。ご家庭で絵本の読み聞かせを毎日していただくと、こ

のネットワークが形成されて意味を理解しながら読むことを大いに助けますし、その延長として

子どもが本好きになります。本が好きになって自分で読み始めることが最終的なゴールとなりま

す。

以上述べて参りましたように、dyslexia は音韻処理障害を背景とする常染色体優性遺伝の疾患

です。医師が診断し言語聴覚士が治療すべき疾患です。しかし、まだまだ学校教育の問題としか

見られていません。医師の皆様が関心を持ってくださるようお願い申し上げます。
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